
令和７年度 第３回磐田市廃棄物減量化等推進審議会 会議録 

 

【日 時】 令和８年３月 18日（水）午後 1時 30分～ 

 

【会 場】 磐田市クリーンセンター ２階研修室 

 

【出席者】 会 長 𠮷野 博行 

副会長 松本 サチヨ 

委 員 鈴木 節子    清水 勇 

    山本 享祐    伊藤 慎弥 

    永井 新次    鎌田 俊己 

    三好 明     鈴木 瑠璃子 

    厚海 錬太郎 

                              順不同（11名出席） 

 

【事務局】   環境水道部長、ごみ対策課長、ごみ対策課ごみ減量推進 G長、 

審議会担当職員２名 

 

【会議概要】 

 １．開会 

２．挨拶 

３．議事 

（１）令和７年度の取組み状況について 

（２）令和８年度の主な取組み(案)について 

（３）令和８年度磐田市一般廃棄物処理実施計画(案)について 

（４）その他報告事項 

 ４．閉会 

  



【意見・質疑の主な内容】 

 

１． 開会 

事務局 皆様こんにちは。磐田市ごみ対策課長の寺田でございます。本

日はお忙しい中お集まりいただきまして誠にありがとうござい

ます。また、日頃は当市のごみ減量施策の推進にご理解、ご協

力を賜りまして、厚くお礼申し上げます。それではただいまよ

り、令和 7年度第 3回磐田市廃棄物減量化等推進審議会を開催

させていただきます。初めに、環境水道部長より挨拶を申し上

げます。 

２． 環境水道部長挨拶 

環境水道部長 皆様こんにちは。環境水道部長の西山です。早いもので委員の

皆様にお願いしてます任期２年がもう経とうとしております。

今回の審議会が最終ということになりますが、２年にわたり、

当審議会でのご出席、そして、貴重なご意見をいただきまして

厚く御礼申し上げます。本市においては、令和８年４月からプ

ラスチックの一括回収を開始し、それから資源循環をさらに推

進させたいという思いから、課の名称、今はごみ対策課です

が、令和８年の４月からごみ資源循環課と名称変更いたしま

す。今後も皆様のご意見をごみの減量、そして資源循環に繋げ

ていきたいと思いますので、本日も忌憚のないご意見をいただ

きますようよろしくお願いいたします。 

 

事務局 本日は、委員の半数以上が出席しております。審議会の進行に

つきましては、条例施行規則第 25 条第１項により会長が議長

となりますので、以後の議事進行につきましては吉野会長、よ

ろしくお願いいたします。 

 

会長 それでは次第に従いまして議事を進めてまいります。本日ご審

議いただく案件ですが３つございます。資料が結構ありますの

で、段取り良く進めていきたいと思います。よろしくお願いし

ます。概ね３時終了という形をとりますので、ご意見よろしく

お願いします。それでは、次第の（1）（2）（3）を事務局から

から一括して説明をお願いします。 



３． 議事 

事務局  （1）～（3）を一括して説明 

会長 ありがとうございました。ご意見ご質問等を伺います。挙手制

でお願いします。既に質問を提出されたものや、本日の説明を

聞いたものでも構いませんのでお願いいたします。 

 

委員 ２点ほど質問します。可燃ごみ組成調査として内容物調査をす

るということで、市内２ヶ所で実施するということですが、も

う少し具体的に説明してほしいというのが１点目です。２点目

は、プラスチックの一括回収によるごみ出しの変更に伴い、外

国人向けの動画を作ることについて、外国籍の方に一緒に入っ

てもらい作り込んだ方がいいのではないかと思いましたので、

この２点を質問させていただきます。 

 

事務局 １点目の組成調査は、３年に一度の調査で、生ごみ、紙類、布

類、プラスチック、草木、その他という大項目でさらに 19 項

目の分類に分けて、生ごみのうち丸ごと残っている食品残渣や

50％以上残っている食品残渣、資源にできる紙類等何がどれだ

け入っているか調査しています。前回令和 5年に生ごみが

30％、紙類が 42％で７割を占めている結果から、この２つに注

力して、生ごみコンポスト補助金利用者へのアンケート実施や

ダンボールコンポスト講座の実施、紙類削減の取り組みとし

て、雑がみのスタンプラリー、イベントでの雑がみ袋を使って

の啓発事業などに力を入れております。２点目の外国人の方の

協力ですが、現在外国人窓口の方に、手伝っていただいており

ますので、令和 8年度の取り組みに関しましても同様にお願い

していきたいと考えております。 

 

委員 燃えるごみの中に生ごみと紙類が多いため減らしたいというこ

とでしょうか？ 

 

事務局 生ごみと紙類が非常に多いためそれを減らす施策を講じるため

の基礎的なデータを取る調査です。 

 



委員 食品ロスの 3010 運動について、すぐに効果が出るものなのか

分からないとは思いますが、啓発前と後で効果があるという結

果が出たのですか。 

 

事務局 啓発を始めたばかりのため効果の測定までには至っていません

が、今後方法も含めて、皆さんからアイディアを頂戴して、進

めていきたいと思います。 

 

委員 ２年前と比較して、市の取組みが非常に増えたという印象を受

けました。それが市民の意識啓発にも繋がっていると感じてい

ます。今まではごみの減量化を意識されてきたと思いますが、

これからは次のステップとしてごみの資源化に目を向けられる

と思うので、課名変更もすごくいいなという風に個人的に思い

ます。市民もそういう意識でマインドチェンジが出来たらと思

います。令和８年度以降は減量化よりも資源化の取り組みに力

を入れていくのがよいと思います。例えば紙のリサイクルもリ

サイクルできる紙とできない紙の知識を市民に提供していただ

けるとありがたいです。 

 

委員 同じことを続けていてもごみは減らないので取り組みを増やし

て効果を出そうとしてきたという経緯があります。今後は資源

循環に力を入れていきますが、リデュース・リユース・リサイ

クルの中でもリユース・リサイクルを念頭に置いて取り組んで

いきたいと思います。 

 

委員 収集計画の数字の表記及び注釈について、より正確に示したほ

うがいいのではということで、修正していただきありがとうご

ざいました。 

 

事務局 ご意見に基づき、表記をよりわかりやすく注釈も加えさせてい

ただきました。数字の部分はなかなか難しいとは思いますが、

注釈と参考資料で少しでもイメージができればいいと思いま

す。 

 

委員 来年度の親子ＳＤＧｓの体験講座に関する提案です。食べ残し

をしないということは、イコールＳＤＧｓに貢献しているとい



うことを呼びかけ、食品ロスをなくしていけば生ごみが減り、

温室効果ガスも減り、地球温暖化対策にも繋がるということを

講座の中で分かりやすく説明してくれるといいと思います。 

 

事務局 食べ残しをしないイコールＳＤＧｓに貢献していることを分か

りやすく伝えていけるような講座になるようしていきたいと考

えます。誰もが今日から始められるＳＤＧｓのメッセージを、

まずはここから伝えられるよう参考にさせていただきます。 

 

委員 ごみの発生抑制やリサイクルについて、啓発日を設け、意識高

揚を図る大規模なイベントや働きかけなどがあってもいいのか

なと感じました。また、スーパーのレジ袋の有料化は定着して

きていると思いますが、ぜいたく品などは過剰包装も見受けら

れるので、それを断ったときの市民に対するインセンティブが

あるとより過剰包装の縮小につながるのかなと思いました。し

っぺいのゴミチェッカーはすごく便利だと思います。若い世代

を巻き込んでいくために、アプリやチャット（AI）のシステム

的なところの整備をしていくもの大事だと感じています。 

 

事務局 5/30（ごみゼロの日）や 10/30（食品ロスゼロの日）にスーパ

ー等で啓発活動を行っています。大々的なイベントをやれるか

も含めて、参考にさせていただきたいと思います。また、過剰

包装のインセンティブに関しては研究をしていきたいと思って

います。ゴミチェッカーは皆さんに使って欲しいと思い、ごみ

カレンダーにＱＲコードを付けたりして、利用促進を促してい

ますが、併せて内容の充実も図っていきたいと思います。 

 

会長 いろいろな施策をやってくれているなと思います。ごみ減量 PR

標語もユニークなものが集まり減量の意識が広まっているなと

思います。引き続き循環型社会の推進に向けて取り組んでいた

だきたいと思います。それでは委員の皆様、これで任期終了と

なりますので、一言ずつコメントをお願いします。 

 

委員 はじめて審議会に参加し、ごみのことについていろいろ勉強さ

せていただきました。親子ＳＤＧｓ講座で子どもたちに環境教

育をするのはすごくいいことだと感じました。また、ガラスや



陶器がリサイクルステーションで回収されリサイクルされてい

ることも初めて知りました。資源回収でも実現できればいいな

と思いました。ありがとうございました。 

 

委員 軽トラ市でお店のデッドストックをバザーで売るということを

しましたが、大変好評でした。今後もできたらいいなと思って

います。 

 

委員 審議会に参加して初めてごみ減量の取り組みを知ることができ

て勉強になりました。今後とも市と協働して取り組んでいきた

いと思います。またよろしくお願いいたします。 

 

委員 今後もイベント出展などでお会いすることもあると思うので引

き続きよろしくお願いいたします。 

 

委員 ごみ処理の現場を目の当たりにして一消費者として本当に必要

なものか考えることができるようになりました。ありがとうご

ざいました。 

 

委員 大変勉強になりました。いろいろな取り組みが形になっている

と思います。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

委員 磐田市の廃棄物処理の状況はレベル以上のもので評価していい

と感じています。さらに充実させて今後も取り組んでいただけ

ればと思います。ありがとうございました。 

 

委員 ２年間ありがとうございました。一番大事なことはマナーだと

思いました。今後も協力できる部分は協力していきたいと思い

ます。ありがとうございました。 

 

委員 この２年間で勉強させていただいたことを一人の市民として周

りに広めていければと思っています。ありがとうございまし

た。 

 

委員 ２年間ありがとうございました。大変勉強になることが多くあ

りました。周りにいる資源循環に取り組んでいる人とも連携を



取りながらまた有益な情報があれば提供していきたいと思いま

す。ありがとうございました。 

 

会長 皆さんありがとうございました。次に（4）について事務局か

ら説明お願いします。 

 

事務局 （4）その他報告事項の説明 

 

会長 本日の議事はすべて終了いたしました。熱心なご審議ありがと

うございました。委員の皆様の協力に感謝申し上げます。それ

では事務局にお返しします。 

 

事務局 ２年間にわたり貴重なご意見を賜りまして誠にありがとうござ

いました。以上を持ちまして、令和７年度第３回磐田市廃棄物

減量化等推進審議会を終了いたします。どうもありがとうござ

いました。 

４． 閉会 


